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小脳がパーセプトロンであるという計算論的神経科学における仮説Marr(1969)[1]は、Ito et al. 
(1982)[2]によって生理学的立場から事実上実証された。パーセプトロンはRosenblatt(1958)[3]
によって提案された数理モデルで、機械学習においては最も基本的な「分類問題」のモデルとなっ
ている（流行の言葉で言えば、最もディープでない（隠れ層が存在しない）ニューラルネットワー
クである）。一方、このパーセプトロンはMinsky&Papert(1969)[4]によって、「線形分離可能
な問題」しか扱えないことが数理的に証明された。以上をまとめると、小脳は「線形分離可能な
問題」しか扱えないことになる。従来、運動機能を司ると言われていた小脳は、認知機能や精神
活動にも大きな役割を負っていることが分かってきている。小脳と大脳等との関係を追いながら、
人間が逃れ得ないものとしての「線形性」を望観する。 
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